
研究部
テキストボックス
| Back | Home |

../kiyou_0043.htm
../../../../index.php


､-

,2J､， 

104 ｴ０５大限の解放教育運動の到達点と今後の課題

り
出
し
た
。
こ
の
新
し
い
行
政
姿
勢
の
真
価
が
問
わ
れ
た
の
が
６
８

＠
 

年
の
差
別
越
境
入
学
反
対
闘
争
で
あ
る
。
「
越
境
は
違
法
か
つ
差
別

で
あ
る
」
と
の
解
放
同
盟
の
追
求
の
中
で
、
教
育
行
政
は
越
境
根
絶

を
確
約
し
、
〃
有
名
中
学
〃
へ
の
越
境
生
の
受
け
入
れ
禁
止
と
地
元

校
（
ほ
と
ん
ど
が
部
落
を
校
区
に
も
つ
学
校
）
へ
の
復
帰
、
越
境
生

を
受
け
入
れ
る
部
落
を
校
区
に
も
つ
学
校
を
「
同
和
教
育
推
進
校
」

と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
父
母
負
担
に
任
せ
て
い
た
学
校
施
設
設
備

の
拡
充
に
と
り
く
ん
で
い
っ
た
。

教
育
行
政
が
、
解
放
同
盟
に
結
集
す
る
地
域
父
母
の
要
求
に
こ
た

え
て
「
同
和
教
育
」
推
進
に
前
向
き
な
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
学
校
や
保
育
所
の
現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
「
同
和
教
育
推
進
」
派

は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
同
和
教
育
」
推
進
を
〃
上
か
ら

の
押
し
つ
け
〃
と
し
か
う
け
と
め
ず
、
地
域
（
親
）
と
学
校
（
保
育

所
）
現
場
と
の
矛
盾
が
深
ま
っ
て
い
く
。
差
別
越
境
入
学
反
対
闘
争

＠
 

に
見
せ
た
対
応
に
一
示
さ
れ
る
よ
う
に
（
「
越
境
根
絶
は
大
事
な
課
題

だ
が
進
学
受
験
競
争
の
過
熱
化
し
た
中
て
は
必
要
悪
の
側
面
も
あ

る
」
と
の
意
見
か
ら
消
極
的
対
応
）
、
教
職
員
組
合
運
動
の
多
く
は

「
同
和
教
育
」
推
進
に
熱
心
と
は
言
え
ず
、
組
合
運
動
の
重
点
課
題

に
解
放
教
育
が
位
置
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
労

働
運
動
の
在
り
方
が
１
９
６
９
年
の
矢
田
教
育
差
別
事
件
で
問
い
な

お
さ
れ
た
。
「
『
同
和
』
の
こ
と
な
ど
で
お
そ
く
な
る
こ
と
は
ど
う

し
て
も
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
（
木
下
挨

大
阪
の
解
放
教
育
運
動
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
遺
産
と
教
訓
を
確

認
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
が
当
面
す
る
課
題
を
解
明
し
、

今
後
の
方
向
性
を
探
る
上
で
も
、
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

大
阪
の
解
放
教
育
運
動
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
る
時
、
三
つ
の
フ
シ

①
 

一
と
確
認
で
シ
こ
ろ
。
こ
の
節
目
の
時
期
に
は
そ
の
後
の
解
放
教
育
闘
争

を
方
向
づ
け
た
重
要
な
闘
い
が
存
在
し
、
ま
た
大
阪
府
・
市
の
同
和

教
育
予
算
の
推
移
や
同
和
加
配
教
員
の
配
置
状
況
の
推
移
か
ら
も
読

み
と
れ
ろ
。

第
１
の
フ
シ
は
、
１
９
５
９
年
の
日
之
出
プ
ラ
カ
ー
ド
事
件
に
端

②
 

一
七
発
し
た
大
阪
市
内
ブ
ロ
ッ
ク
教
育
闘
争
の
時
期
で
あ
る
。
当
時

は
、
部
落
の
教
育
実
態
を
見
す
え
る
こ
と
な
く
、
「
大
阪
は
混
住
が③ 

進
み
部
落
差
別
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
公
一
一
一
声
す
る
教
師
が
多
く
、

「
宿
題
を
忘
れ
た
子
」
「
給
食
代
を
忘
れ
た
子
」
と
い
う
プ
ラ
ヵ
ー

ゆ
る
組
織
が
有
機
的
に
結
合
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
は
、
同

盟
支
部
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
と
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
保
育

所
・
小
・
中
学
校
、
さ
ら
に
将
来
は
高
校
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
前
者
は
地
域
の
結
合
を
軸
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、

教
育
機
関
を
軸
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

（
「
解
放
教
育
」
七
三
年
一
一
一
月
号
）

二
大
限
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解
放
教
育
運
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み
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ド
を
部
落
の
子
供
た
ち
に
首
か
ら
か
け
さ
せ
、
廊
下
や
運
動
場
に
立

た
せ
る
差
別
教
育
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
差
別
教
育
を

告
発
し
て
親
と
子
が
立
ち
上
が
り
、
学
校
に
対
し
て
子
供
を
と
り
ま

く
部
落
差
別
の
実
態
を
直
視
し
た
地
域
に
ね
づ
く
教
育
実
践
を
要
求

し
、
同
時
に
教
育
行
政
に
対
し
て
も
、
差
別
実
態
を
放
置
し
て
き
た

行
政
の
差
別
性
を
鋭
く
追
求
し
、
教
科
書
無
償
・
給
食
費
無
償
や
奨

学
金
制
度
の
確
立
を
か
ち
と
っ
た
。
府
下
に
お
い
て
も
、
１
９
６
１

年
の
「
八
尾
中
学
事
件
」
な
ど
部
落
の
子
供
た
ち
の
立
ち
上
が
り
と

教
育
実
践
の
深
ま
り
が
み
ら
れ
た
が
、
持
続
的
な
も
の
で
は
な
か
つ

④
 

た
。
こ
れ
ら
の
動
き
の
な
・
か
で
、
「
同
和
教
育
」
行
政
が
開
始
さ

れ
、
義
務
教
育
特
別
就
学
奨
励
費
や
解
放
奨
学
金
の
制
度
化
、
同
和

加
配
（
当
時
は
教
育
困
難
校
加
配
）
の
配
置
、
地
区
補
充
学
級
の
取

り
組
み
な
ど
が
は
じ
ま
っ
て
い
っ
た
。

第
２
の
フ
シ
は
、
１
９
６
８
年
の
差
別
越
境
入
学
反
対
闘
争
か
ら

は
じ
ま
る
本
格
的
な
解
放
教
育
運
動
の
高
揚
の
時
期
で
あ
る
。
大
阪

の
解
放
教
育
運
動
は
こ
の
時
期
に
い
た
っ
て
全
国
の
「
同
和
教
育
先

進
県
」
に
追
い
つ
き
、
以
降
の
発
展
の
な
か
で
追
い
越
し
た
と
言
え

ろ
。
１
９
６
５
年
の
同
対
審
答
申
を
完
全
実
施
さ
せ
る
闘
い
の
中
で

教
育
闘
争
も
各
地
で
活
発
化
し
、
学
校
交
渉
や
行
政
闘
争
が
巻
き
お

こ
っ
た
。
そ
の
結
果
６
６
年
に
大
阪
市
が
、
６
７
年
に
大
阪
府
が
同

和
教
育
基
本
方
針
を
策
定
し
、
「
す
べ
て
の
学
校
。
園
で
同
和
教
育

を
推
進
す
る
」
こ
と
を
明
示
し
、
同
和
教
育
推
進
に
積
極
姿
勢
を
取

拶
文
）
と
、
地
域
の
願
い
と
教
師
の
労
働
条
件
改
善
の
要
求
を
対
立

さ
せ
る
こ
と
は
あ
や
ま
り
で
あ
り
、
教
育
労
働
運
動
と
し
て
も
解
放

教
育
推
進
の
方
針
を
打
ち
た
て
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

以
降
、
教
育
労
働
運
動
と
し
て
の
と
り
く
み
も
本
格
化
し
て
い
っ

た
。教
育
行
政
の
姿
勢
が
改
ま
り
、
教
職
員
組
合
運
動
の
方
針
が
確
立

し
て
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
教
育
現
場
に
は
「
逃
げ
」
の
姿
勢
が
み

ら
れ
た
が
、
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
の
糾
弾
闘
争
や
解
放
教
育
読
本

「
に
ん
げ
ん
」
無
償
配
布
、
「
非
行
」
克
服
の
と
り
く
み
を
通
じ
て
、

学
校
（
保
育
所
）
ぐ
る
み
の
解
放
教
育
が
要
求
さ
れ
、
教
職
員
集
団

⑦
 

の
質
が
問
い
な
お
さ
れ
、
変
革
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
「
同

和
教
育
」
に
か
わ
っ
て
「
解
放
教
育
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
っ
た
。

第
３
の
フ
シ
は
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
第
二
○
回
大
会
方
針

を
う
け
た
１
９
７
４
年
の
「
解
放
教
育
計
画
」
運
動
の
提
唱
と
そ
の

実
践
で
あ
る
。
そ
れ
は
部
落
解
放
総
合
計
画
樹
立
実
現
の
闘
い
の
総

括
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
環
境
改
善
中
心
の
総
合
計
画
か
ら
教
育
計
画

や
労
働
計
画
を
今
後
は
重
視
し
よ
う
と
の
方
向
づ
け
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
り
、
同
時
に
１
９
７
０
年
以
降
に
高
ま
っ
て
き
た
同
和
保

育
運
動
の
成
果
や
子
供
会
活
動
の
果
た
す
役
割
の
重
視
か
ら
、
学
校

（
保
育
所
）
の
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
解
放
教
育
運
動
の
展
開
を
め

③
 

ぎ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

「
教
育
条
件
の
闘
い
か
ら
教
育
内
容
の
闘
い
へ
」
、
「
子
供
会
、
奨

（
Ｉ
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学
生
、
保
護
者
活
動
の
強
化
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
に
お
け
る

支
部
教
育
対
策
部
の
確
立
と
指
導
性
の
強
化
を
め
ざ
し
、
社
会
同
和

教
育
指
導
員
制
度
の
確
立
と
青
少
年
会
館
建
設
、
子
供
会
連
絡
協
議

会
の
結
成
、
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
の
発
展
保
育
・
教
育
の
保
護
者

組
織
の
確
立
と
活
動
経
験
交
流
会
の
開
催
が
は
か
ら
れ
て
い
つ
だ

ま
た
、
７
４
年
以
後
に
は
反
差
別
共
同
闘
争
の
発
展
も
特
筆
さ
れ

ろ
。
被
差
別
統
一
戦
線
の
提
唱
を
う
け
て
本
格
化
し
た
反
差
別
諸
団

⑨
 

⑩
 

体
と
の
連
携
、
交
流
が
安
中
ト
ッ
カ
ビ
子
供
会
や
「
一
石
え
る
会
」
の
発

＠
 

展
、
地
一
工
高
校
育
成
運
動
、
７
５
年
の
私
学
訴
訟
の
提
訴
、
７
７
年

の
養
護
学
校
義
務
化
反
対
・
「
障
害
」
児
（
者
）
の
地
元
枝
区
保
障

の
闘
い
と
し
て
、
各
地
で
た
た
か
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

闘
い
は
、
８
月
の
「
狭
山
・
反
戦
平
和
・
人
権
」
旬
間
の
と
り
く
み

を
中
心
に
、
反
差
別
・
平
和
教
育
の
課
題
と
も
結
合
し
て
発
展
し
つ

つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
１
９
７
４
年
以
降
の
解
放
教
育
計
画
運
動
は
、

同
和
保
育
運
動
の
着
実
な
成
果
を
基
礎
に
し
て
、
学
校
教
育
と
同
時

に
地
域
に
お
け
る
自
主
的
教
育
運
動
と
し
て
の
子
ど
も
会
・
奨
学
生

活
動
・
保
護
者
活
動
の
質
的
発
展
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
保
育
所
（
就
学
前
教
育
）
か
ら
高
校
教
育
ま
で
を
一
貫
し
た

教
育
方
針
と
実
践
を
打
ち
た
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
「
子
ど
も
像

（
ど
ん
な
子
ど
も
に
育
て
る
か
）
の
統
一
」
、
「
保
育
所
・
学
校

（
小
・
中
・
高
）
・
地
域
（
子
ど
も
会
、
親
）
の
日
常
連
携
に
よ
る

地
域
教
育
者
集
団
づ
く
り
」
に
と
り
く
ん
で
き
た
。

こ
の
解
放
教
育
計
画
運
動
の
１
０
年
を
総
括
す
る
時
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
も
の
と
し
て
ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
教
育
（
保

育
）
諸
条
件
の
整
備
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
機
会
均
等
の
完
全
保
障
実
現
の
た
め

の
保
育
・
教
育
無
償
化
を
め
ざ
す
諸
施
策
（
保
育
料
減
免
・
義
務
教

育
特
別
就
学
奨
励
費
・
解
放
奨
学
金
制
度
・
就
職
支
度
金
な
ど
）
と

と
も
に
、
よ
り
よ
い
教
育
（
保
育
）
内
容
を
創
造
す
る
た
め
の
学
校

（
保
育
所
）
建
設
・
施
設
設
備
の
充
実
、
同
和
加
配
教
職
員
（
保

母
）
の
配
置
に
よ
る
学
級
定
数
引
き
下
げ
の
実
現
（
保
育
所
の
定
数

引
き
下
げ
と
学
校
で
の
３
０
人
学
級
）
な
ど
を
さ
す
。
憲
法
・
教
育

基
本
法
が
明
記
し
国
際
的
に
も
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
教
育
無
償

の
原
則
」
が
い
か
に
大
切
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る

権
利
を
保
障
し
、
よ
り
よ
い
教
育
内
容
を
創
造
す
る
上
で
の
大
き
な

②
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
日
之
出
支
部
編

○
周
年
記
念
誌
』
二
九
七
四
年
刊
）
参
照
。

③
全
国
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和
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会
編
『
全
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一
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①
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史
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全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
編
『
全
局
教
三
十
年
史
』
第
二
巻
所
収
、

「
第
二
回
委
員
会
報
告
」
（
一
九
八
三
年
刊
）

力
と
な
る
か
を
見
事
に
証
明
し
て
い
ろ
。

成
果
の
第
二
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
荒
れ
」
（
「
非
行
」
）
の
問
題

①
 

へ
の
と
り
く
み
の
前
進
が
｝
め
げ
ら
れ
ろ
。
全
同
教
を
中
心
と
す
る
同

和
教
育
運
動
は
、
「
今
日
も
机
に
あ
の
子
が
い
な
い
」
と
い
う
部
落

の
子
ど
も
た
ち
の
長
欠
・
不
就
学
へ
の
と
り
く
み
の
経
験
の
中
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
「
荒
れ
」
（
「
非
行
」
）
は
、
第
一
に
、
親
の

不
安
定
な
仕
事
や
生
活
環
境
か
ら
き
て
お
り
、
第
二
に
、
今
日
の
差

別
と
選
別
の
教
育
体
制
の
中
て
、
切
り
き
ざ
ま
れ
、
孤
立
さ
せ
ら
れ

て
い
く
状
況
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
や
文
化
の
荒

廃
が
元
凶
で
あ
る
と
と
ら
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
「
荒
れ
」
克
服
の

た
め
に
は
、
教
師
集
団
が
単
に
管
理
体
制
を
つ
よ
め
る
の
で
は
な

く
、
被
差
別
の
立
場
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
側
に
立
ち
、
地
域
の
子

ど
も
会
や
青
年
部
活
動
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
に
自
ら
の

社
会
的
立
場
を
自
覚
さ
せ
な
が
ら
学
力
保
障
・
進
路
保
障
に
と
り
く

む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
き
た
。
こ
の
面
で
、
子
ど
も
会
活
動
の
発
展

と
同
和
加
配
の
拡
充
は
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
。
１
９
７
４
年

に
部
落
解
放
子
ど
も
会
大
阪
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
同
時
に
大

②
 

阪
府
が
社
会
同
和
教
育
指
導
員
制
度
Ｑ
巾
町
村
補
助
）
と
同
和
地
区

青
少
年
会
館
設
置
補
助
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
日
ま
で
４
７
地
区
に

子
ど
も
会
が
確
立
し
、
２
５
０
名
の
専
従
指
導
員
を
配
す
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
会
活
動
が
「
荒

れ
」
ろ
子
ど
も
た
ち
を
解
放
運
動
の
側
に
組
織
し
、
学
校
に
対
し
て

④
同
右
。
第
十
一
章
参
照
。

⑤
『
部
落
解
放
」
第
一
一
一
号
所
収
、
「
大
阪
府
の
同
和
教
育
行
政
」
（
府

教
委
指
導
二
課
）
、
「
大
阪
市
の
同
和
教
育
」
（
森
田
長
一
郎
）
参
照
。

二
九
六
九
年
刊
）

⑥
同
右
。
「
越
境
入
学
根
絶
と
大
阪
市
教
組
の
た
た
か
い
」
（
市
川
正
昭
）
。

⑦
前
掲
『
戦
後
同
和
教
育
の
歴
史
』
第
四
部
参
照
。

⑧
「
解
放
教
育
理
論
の
豊
か
な
創
造
を
め
ざ
し
て
」
解
放
教
育
計
画
検
討

委
員
会
第
一
次
報
告
、
『
部
落
解
放
』
第
七
九
号
（
一
九
七
五
年
刊
）
参
照
。

⑨
八
尾
市
安
中
地
区
に
住
む
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
在
日
二
世
・
一
一
一
世
の
子
ど
も
た
ち
の
民
族
的
誇
り
を
高
め
る
活
動
を

進
め
て
い
る
組
織
。
結
成
十
周
年
を
記
念
し
た
記
念
誌
「
チ
ン
グ
ワ
ァ

ハ
ム
ケ
（
な
か
ま
と
と
も
に
）
」
を
参
照
。
二
九
八
四
年
刊
）

⑩
「
日
本
に
住
む
在
日
朝
鮮
人
子
弟
の
教
育
を
考
え
る
会
」
の
略
称
。
大

阪
市
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
（
市
外
教
）
と
と
も
に
大
阪
に
お
け
る
在

日
朝
鮮
人
教
育
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

⑪
私
立
高
校
生
超
過
学
費
返
還
請
求
訴
訟
の
略
称
。
「
私
立
と
公
立
高
校

の
学
費
格
差
が
数
十
倍
に
な
る
の
は
、
教
育
の
機
会
均
等
や
高
校
教
育
の

理
念
に
反
す
る
も
の
」
と
し
て
、
’
九
七
五
年
八
月
に
大
阪
地
裁
に
提

訴
。
高
校
教
育
の
無
償
化
に
む
け
た
国
の
施
策
や
国
民
の
教
育
逗
論
の
発

展
に
も
寄
与
。

三
、
解
放
教
育
計
画
運
動
の
到
達
点
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109大仮の解放教育運動の到達点と今後の課題
は
教
師
集
団
の
自
己
変
革
を
せ
ま
り
、
同
時
に
同
和
加
配
の
拡
充
に

よ
る
条
件
整
備
や
「
生
活
合
宿
」
な
ど
の
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き

た
と
い
え
ろ
。

大
阪
で
は
、
部
落
の
子
ど
も
達
が
通
う
学
校
よ
り
そ
の
他
の
学
校

の
「
荒
れ
」
の
方
が
深
刻
だ
と
い
わ
れ
る
事
態
に
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
「
教
育
荒
廃
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
わ
れ
わ
れ

は
、
差
別
社
会
の
矛
盾
を
集
中
的
に
受
け
て
い
る
部
落
の
子
ど
も
た

ち
に
視
点
を
お
い
た
こ
の
教
育
実
践
の
経
験
の
重
要
性
を
強
調
す
べ

き
で
あ
る
。

第
三
に
、
反
差
別
共
同
闘
争
が
こ
の
１
０
年
間
に
大
き
く
前
進
し

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ろ
。
部
落
差
別
を
な
く
す
教
育
実
践
の
前
進
に

つ
れ
、
同
じ
被
差
別
の
立
場
に
あ
る
在
日
韓
国
、
朝
鮮
人
の
子
ど
も

た
ち
、
「
障
害
「
｜
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
教
育
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
し
、
文
字
通
り
「
解
放
教
育
」
と
し
て
の
発
展
を
み
た
。
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
生
徒
の
民
族
の
誇
り
を
と
り
も
ど
す
「
本
名
宣
言
」

の
実
践
は
、
部
落
の
子
ど
も
た
ち
自
ら
の
社
会
的
立
場
を
自
覚
さ
せ

る
と
り
く
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
障
害
者
解
放
の
教
育
や
運
動

と
の
交
流
は
、
「
地
域
と
と
も
に
生
き
ろ
」
こ
と
の
意
味
、
人
間
の

「
共
存
」
・
「
共
生
」
・
「
共
育
」
の
重
大
性
を
再
確
認
さ
せ
て
い
た
。

ら
わ
れ
ろ
。

こ
の
学
校
教
育
に
お
け
る
差
別
の
構
造
を
変
革
す
る
に
は
、
子
供

た
ち
に
対
し
て
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
差
別
問
題
・
人
権
問
題
の

学
習
を
強
化
す
る
こ
と
、
被
差
別
の
立
場
に
あ
る
子
供
た
ち
を
中
心

に
し
た
集
団
づ
く
り
の
実
践
・
真
の
連
帯
感
を
育
て
る
集
団
主
義
教

育
の
実
践
を
強
め
る
こ
と
、
不
満
の
欝
積
の
三
要
素
で
あ
る
競
争
主

義
・
管
理
主
義
・
処
分
主
義
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

な
に
よ
り
も
教
師
（
集
団
）
の
姿
勢
、
教
師
（
集
団
）
が
被
差
別
の

立
場
の
子
供
の
側
に
立
ち
き
る
こ
と
、
教
師
（
集
団
）
の
自
己
変
革

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
二
は
「
低
学
力
」
の
問
題
で
あ
る
。
学
校
の
教
育
諸
条
件

の
整
備
、
同
和
加
配
に
よ
る
３
０
人
学
級
実
現
な
ど
に
よ
り
同
和
教

育
推
進
校
の
学
校
全
体
の
教
育
水
準
は
大
き
く
高
ま
っ
た
も
の
の
、

部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
「
低
学
力
」
は
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
全
国
的
に
み
れ
ば
、
例
え
ば
、
広
島
県
の
部
落
の
子
ど
も
た

ち
は
１
９
８
３
年
３
月
卒
の
時
点
で
９
４
％
の
高
校
進
学
率
に
達
っ

し
て
い
ま
す
が
、
大
阪
の
部
落
の
子
ど
も
た
ち
の
場
合
は
、
１
９
７

６
年
３
月
卒
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
低
下
な
い
し
は
横
ば
い
傾
向
に
あ

り
、
８
４
年
３
月
で
は
８
４
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
校
進
学

は
し
た
も
の
の
中
途
退
学
が
あ
と
を
た
た
ず
、
府
平
均
の
３
倍
に
達

し
、
高
校
卒
業
時
に
大
学
進
学
す
る
者
の
率
は
半
分
以
下
の
低
い
水

①
 

準
に
と
ど
一
ま
っ
て
い
ろ
。

注
記

次
に
、
こ
れ
ら
の
前
進
面
と
と
も
に
、
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
大

阪
の
解
放
教
育
運
動
に
は
数
多
く
存
在
す
る
現
状
に
あ
る
。

第
一
に
、
差
別
事
件
の
頻
発
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学

校
教
育
に
お
け
る
差
別
の
構
造
が
根
本
的
に
は
変
革
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
教
育
は
ま
さ
に
「
い
じ
め
」
の
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
不
満
や
欝
積
を
つ
の
ら
せ
る
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
典
型
が
差
別
事
件
に
見
ら
れ
ろ
。
今
日
の
学

校
の
多
く
は
は
ま
さ
に
「
競
争
主
義
」
が
支
配
的
で
あ
り
、
ペ
ー
パ

ー
テ
ス
ト
の
点
数
に
よ
っ
て
人
間
性
の
全
て
を
計
ろ
う
と
し
、
競
争

を
か
き
た
て
、
そ
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
子
供
の
全
生
活
を
管
理
し

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ろ
。
そ
し
て
こ
の
管
理
に
反
抗
す
れ
ば

「
処
分
主
義
」
が
ま
ち
う
け
て
い
ろ
。
そ
こ
か
ら
「
教
育
工
場
」
と

い
う
言
葉
さ
え
一
部
で
は
生
ま
れ
て
い
る
。
人
間
の
成
長
は
末
広
が

り
な
の
に
、
競
争
や
管
理
は
し
り
す
ぼ
み
な
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ

の
矛
盾
の
爆
発
が
「
非
行
」
で
あ
り
、
「
差
別
事
件
」
と
な
っ
て
あ

１
０
年
前
の
第
一
次
解
放
教
育
計
画
運
動
を
提
起
し
た
頃
に
も

「
低
学
力
」
問
題
が
重
視
さ
れ
、
「
低
学
力
」
克
服
の
た
め
に
は
、

学
校
や
地
域
の
教
育
諸
条
件
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、
「
促
進

指
導
」
の
充
実
、
強
化
、
地
区
補
充
学
級
の
改
善
、
子
ど
も
会
活
動

と
の
結
合
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
年
前
に
比
べ
て
、
大
き

く
教
育
諸
条
件
が
改
善
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
「
低
学

力
」
に
あ
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
の
解
明
を
真
剣
に
お
こ
な
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
力
保
障
の
主
た
る
責
任
は
学
校
に
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
｜
‐
促
進
指
導
」
の
総
括
も
含
め
て
、
さ
ら
に
検
討

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

第
一
一
一
番
目
の
課
題
は
、
地
域
の
自
主
的
教
育
活
動
が
ま
だ
ま
だ
弱

く
、
子
ど
も
や
親
の
立
ち
上
が
り
、
教
育
運
動
へ
の
結
集
が
は
か
り

き
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
会
活
動
は
、
こ
の
１
０
年
間

で
量
的
に
大
き
く
発
展
し
た
と
は
い
え
、
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
が
高

ま
る
に
つ
れ
、
結
集
率
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
実
態
に
あ
る
。
高

校
生
や
大
学
生
の
自
主
活
動
も
発
展
し
て
い
る
と
は
い
え
す
、
イ
ン

テ
リ
（
高
学
歴
者
）
層
の
部
落
か
ら
の
逃
避
傾
向
も
依
然
と
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
は
学
校
の
差
別
教
育
を
告
発
し
、
教
育
行

政
交
渉
に
も
生
活
を
か
け
て
参
加
し
た
親
た
ち
の
姿
が
減
り
、
保

育
、
教
育
の
保
護
者
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
弱
体
化
が
指
摘
さ
れ
て

い
ろ
。
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
親
た
ち
の
態
度
に
お
い
て
も
、
か

つ
て
の
「
放
任
」
傾
向
が
減
っ
た
も
の
の
、
「
過
干
渉
（
過
保
護
と

①
大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
編
『
子
ど
も
の
「
荒
れ
↑
｜
に
迫
る
大
阪

の
解
放
教
育
』
第
一
’
四
集
参
照
。
二
九
八
四
年
刊
）

②
交
付
要
綱
で
は
「
社
会
同
和
教
育
の
推
進
を
図
ろ
た
め
」
と
定
め
て
い

る
が
、
当
分
の
間
は
同
和
地
区
子
ど
も
会
指
導
員
に
限
定
し
て
い
る
。

四
、
頻
発
す
る
差
別
事
件
と
解
放
教
育
の
課
題






